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地域の伝統と文化関連素材の収集と教材化 

 教育基本法の成立から新教育基本法の改正、また、教育課程が改訂され、新しい学習指導要領

が平成 23 年から小学校で完全実施になった。次に旧教育基本法成立から新教育基本法の改正の

過程を示す。 

 

旧教育基本法には“・・・伝統を継承し・・・”が言及されていなかった 

 米国教育使節団の来日（昭和 21 年）にあたって、安部能成文部大臣が“あいさつ”の中で三

つの要望をされた中の一つに“・・・伝統の特異性の尊重・・・”があった。 

その後、教育刷新委員会の決議として、教育基本法案の中にも、“・・・伝統を継承し・・・”

があった。 

しかし、旧教育基本法では、これらが言及されていなかった。（削除されている） 

 

新教育基本法には 

 60 年後の新しい教育基本法（平成 18 年改正）では、“・・・伝統を継承し・・・”が言及され、

本格的な伝統・文化の教育の推進が望まれる。 

 

米国教育使節団（第一次）に安部能成

文部大臣（あいさつ）（1946 年） 

新教育基本法（改正）（平成 18 年）

旧教育基本法の成立（1947 年） 

（昭和 22 年 3 月）

◎新教育基本法（改正 平成 18 年 12 月）（伝統を継承、言及） 

「伝統と文化を尊重し、郷土を愛する、…」を受けて、関連資料

を収集し、沖縄デジタル・アーカイブ教材の本格的な研究開発始

める。

・教育勅語 … → 新教育勅語の動きあり（昭和 23 年 6 月国会で

失効確認に関する決議） 
・米国教育使節団（第一次）…安部能成文部大臣“あいさつで伝

統を重視…”（昭和 21 年 3 月 8 日） 
・使節団教育組織の根本的変更の必要性を報告（日本教育家の委

員会協力）（昭和 21 年 3 月 31 日） 
・教育刷新委員会：総司令部が設置：教育基本法案作成、案の中

に「…伝統を尊重して…」あり 
・第 92 回帝国議会 教育基本法成立 昭和 22 年 3 月（政府「伝統

を尊重して」を削除し提案） 
 
・沖縄（宮古、石垣で教育基本法制定,1948 年～1949 年） 
・1954 年、立法院で教育基本法等制定（教育 4 法） 
 （教育基本法、学校教育法、教育委員会法、社会教育法） 

沖縄立法院で教育基本法等制定

（教育 4 法） 

(沖縄) 
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１．新教育基本法と新しい教育実践研究の展開 

教育基本法が改正され「伝統を継承し…伝統と文化を尊重し…、郷土を愛する…」が位置づけ

られるまでに六十数年を要した。これを教育実践で試作展開、整備されるまでには、今後やはり

数十年が必要であろう。とくに、地方分権や地方の相互連携、中央の役割分担等が進みだすと、

今後、それに対応した多様な課題が出てくることも考えられる。 

（１）新しい教育基本法と伝統・文化の教育実践研究は 

 教育基本法の国会審議では、伝統と文化について、その内容、教育の方法などについて、総理

大臣、文部科学大臣からの答弁もなされている。これらの国会の審議等から伝統・文化関連の教

材は、古典・漢文、文学、地域の歴史、偉人、行事、伝統芸能、文化財、文化遺産、産業、自然、

書道、茶道、華道、能・踊り、衣食住の生活、作法、風俗、習慣などを見学・体験し理解と愛情

を育み、生まれ育ってきた地域の歴史、伝統、文化を大切に継承する情操豊かな心を育てる教育

実践の必要性が言われてきた。これらは、多くの教育実践研究や何回もの学習指導要領等の改訂

などを通じて、今後、方向性が定まってくるであろう。 

 

（２）社会の変化で伝統文化が消える 

 伝統文化、生活は戦前と戦後で大きな断層があり、ときには、まったく消えてしまった行事・

芸能・文化財等があり、現在もその復元に大変な努力がされている。一方では、社会の変化で消

えていく文化財・文化活動も多々ある。 

 このような状況に於いて、伝統文化、とくに文化財、生活、教育、産業、自然などをいかに記

録・保存し次の世代への伝承および現在の教育実践に活用するか、社会また教育の面で考えるべ

きである。その一つの手法として、現在デジタル・アーカイブの利用が考えられている。 

 

（３）伝統文化の教材環境の整備 

 ところが、伝統と文化の多様な教科を横断的に展開する教育の体系化の研究がされていなく、

また、教員も地域の伝統と文化に関する知識や教育力も少ない。 

このため、まず地域の伝統と文化の素材の収集・整理から始め、児童・生徒の教員への情報の

流通をさせ、多様な観点から、必要な素材を使い、学習活動へ適用ができる教材環境の整備をす

べきである。 

 

２．沖縄での伝統・文化教材の整備 

（１）先人の教育者・教育活動も伝統文化として 

 地域の教育の伝統、教育資料にも、大切なものが多くあ

る。かつて、木田宏先生が「…明治以前にも、立派な教育

者がいるのではないか」と言われたことがある。 

 元久米村崇聖会理事の具志堅以徳さんのお話によると、

久米村では琉球王朝時代の 1350 年頃から 1864 年まで「歴

代宝案」（約 400 年間の琉球の外交文書等の記録）を残し、 

 具志堅以徳氏 元久米村崇聖会理事、先祖が中国から沖縄へ移住され、氏が十九代目（金氏門中）（沖縄の）

孔子廟は、1676 年久米村に建てられた。 
明倫堂：孔子廟内に設置されている儒学等を学ぶ教育施設、琉球における公立学校の始まり。 

具志堅以徳さんとのお話 
…久米村（孔子廟）の教育 
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それらを可能にした教育があったと聞いている。その四百数十年におよぶ継続的な教育システム

（人材育成）は、大変なものである。 

沖縄には、琉球時代の学問、作法、武道（空手も含め）、芸能など多くの伝統文化教材がある。 

 

（２）生き抜く力を伝える 

 さらに、沖縄戦の過酷な生活を生き抜かれた人々の体験のオーラルヒストリーは、人々に苦し

みの中を生き抜く力を与える。また、その話は平和への願いを伝える重要な伝統文化教材として

数百年、千年と継承すべきである。 

 とくに、戦中・戦後の収容所の厳しい生活の中で、人々がカンカラ三線を作り、歌い、芸能活

動を始められた沖縄の人々の心、さらに、戦後の力強い復興は、かつての琉球王国の大交易時代

の力強いエネルギーもそうでなかったかと感じられる。（この力が将来、東アジアの中心として沖

縄を発展させる源となろう。） 

 

（３）沖縄の心を伝える伝統・文化 

 各地域の御嶽、エイサー、ハーリー、空手、シーサー

等の伝統文化財・活動の教材としては、表面的な現象・

状況と併せてその「思い、心」を伝える必要がある。 

 たとえば、地域にある御嶽にはどのような背景がある

のか、また、沖縄を代表する聖地である斎場御嶽が人々

の心の拠（よりどころ）として存在している背景など、

久高島も含めた教材化が必要であると考える。 

学校でのエイサー演舞への取り組みやエイサー大会な

どと併せ、袋中上人や「いわき市のじゃんがら念仏踊り」との関係、道ジュネー（家々の前で踊

る様子とその背景）など、その歴史や心も伝える必要がある。また、衣・食・住を始め、芸能、

芸術、武道、生活文化にも歴史と人々の思いがある。 

人々の思いや心を伝えるためには、オーラルヒストリーのデジタル・アーカイブ化のように、

人々の話し、その思い、表情さらに関連資料を収集・記録・保存することも大切である。このよ

うに、オーラルのデジタル・アーカイブを用いて、沖縄の人々の思いを伝える。これらを大切に

保存し、次の世代に伝えるとともに、それを用いた教材化を進めるべきである。 

また、このようなデジタル・アーカイブを構成し、歴史と人々の思いを伝える教材をいかに作

成するかが課題でもある。 

 

 

拝所(土帝君)の前でエイサーを踊る 
（奥間志保里、棚原明日香） 

エイサーの道ジュネー 
（奥間志保里、棚原明日香） 

福島県いわき市 菩提院前 
じゃんがら念仏踊り 
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３．伝統・文化の教育に対応した教材環境 

 伝統・文化の教育利用、特に教材としては、つぎのような教材環境が考えられる。 

（１）伝統・文化の教材環境の構成 

 伝統文化の教材は、多様な教材(メディア)が使われる。たとえば、三線の教材としては、 

  ①実物・体験：音楽(三線)を弾く、三線の構造を実物で調べるなど、実物・体験の学習があ

る。 

  ②印刷メディア：楽譜、説明書、テキストなど、多様な紙の教材がある。 

  ③通信メディア：いろいろなインターネットを用いて利用する。 

  ④デジタルメディア：三線の弾き方の映像と説明、カンカラ三線の作り方の映像と説明など、

多様な教材および、①、②、③の多くの教材がデジタル化して保管利用もできる。 

 また、デジタル・アーカイブ教材は、逆に、紙メディアや通信メディアに変換し利用もされて

いる。 

 
（２）デジタル・アーカイブから学習に適したメディアに変えて使う 

 ここでのデジタルメディア伝統・文化教材は、デジタル・アーカイブとして構成し、マルチメ

ディア機能をもたせ、次のようにメディア相互に変換し利用が可能である。このため、児童・生

徒や教師の指導目的に適したメディアに変えた利用が、教材活用で今後の方向性であろう。 

 ①デジタルメディア  アナログ印刷(紙)メディア 

教科書をデジタル化して、デジタル・アーカイブとして保管し、必要なときに提示や、逆

にプリント教材としての利用など、相互に変換利用が可能である。 

 ②デジタルメディア  通信メディア 

   デジタルメディアは、サーバー等に保管し、通信を媒体として、各場所で利用ができる。 

 ③実物・体験・見学・実践  デジタルメディア 

実物・実践等は、撮影記録して、デジタル・アーカイブとして保管利用ができる。また、

将来はデジタル・アーカイブのデータを用いてレプリカ等の作製も可能になる。 

 ①、②では教師と学習者が学習に都合のよいメディアを利用する。  

 

（文責 後藤） 

 
 
印刷(紙)メディア 

実物・体験 
見学・実践等 

 

通信メディア

 

デジタルメディア 
（デジタル・アーカイブ） 

教師 学習者

図１ 伝統文化の教材環境 
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